
'

'

※該当箇所に[≡ コすること。

分区の体団治政

党

部

体

支

団

の

金資

党

治

政

政

政

政治資金規正法第18条 の2
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国会議 員関係 政治 団体の 区分

政治資金規正法第19条 の7第1項m
第1号 に係る国会議員関係政治団体

政治資金規正法第19条 の7第1項M第
2号に係る国会議員関係政治団体

公職の候補者
の 弐 名 末松 義規

(現
あコ帰 
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∴公職 の種類

㈱ 国会誰賑搬 舗幽こ謝 る特例咽 醐 問

平成

平成

年

年

月

月

日 か ら

日 まで

巌報告対隷年の途中で国会誰興関係敬治団体に該当した堀台又は該当しなく
なった場合のみ記入のこと。
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東京都国分寺市泉町3-37-1
塩 田ビル3F
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ぜい りしによるすえまつよしの りこうえんかい

資金管理団体の指定の有無

無国有口

(現 ・候)公職 の種類
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の届lisを した
者 の 氏 名

(※)資 金 管 理 団 体 の指 定 の期 問
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楽銀告対隷年の途中で資血瞥理団体の指定 ・取消しをした場合のみ詑入のこと。

税理士による末松義規後援会
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川畑会計責任者の氏名
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(その2) 収 支 の 状 況
都 団 体 用

項 目 金 額 項 目 金 額

1収 入 総 額q)～(2)の 計
十酪 百万 i

,弗 .

千

ρ1〃 H支 出 総 額1～2の 計
十偲 百靖

ノ

i干

♪》 / ぺ
(D前 年からの繰越額

ノク¢

iI

虜 診 1経 常経費 の合計(1)～(4)の 計
∫

タク

1

述
(2)本 無の収 入額1～6の 計

'

溺 〃
■ 犀

〃酵 (1)人 件 費

1個 人の負担する党費又は会費 巨 (2)光 熱 水 費

(党費又は会費を納入 した人の数) 入 (3)備 品 ・消耗 品 費 9 ク甥
2寄 附(1>～(2)の 計

旨

唄〃
ll

講クρ (4)事 務 所 費

(1)寄 附 の区分 ア ～ウの計
ρ

li

〃診わ 2政 治活動費の合計G)～ ⑥ の計
/ 訟 舅議♪

ア 個人からの寄附 (1)組 織 活 動 費

1(う ち特 定寄附) (2)選 挙 関 係 費

マ 法人その他嘱 体からの寄附 (3)機 関紙誌 の発行そ の他 の

事業費 ア～工の計 9 竣ウ 政治団体からの寄附 〃 凶〃ゆ

(寄附σ)うち寄附のあっせんによるもの) ア 機関紙誌の発行事業費
'

(2)政 党匿名 寄附 イ 宣伝事業費

3機 関紙誌の発行その他の事業による収入 ¢〃〃 ウ 政治資金パーテ ィー開催事業費

ω 脇謝雛編蔽鯉 野禦 入)
'

エ その他の事業費
∠2か 舅ボ

(2){呂貧三難 監 痛 景戴潔 稜係るll又入} (4)調 査 研 究 費

}(ω のうち対胸 鶏 いのあっせんによるもの) (5)寄:附 ・交 イ寸 金

4借 入 金 (6)そ の 他 の 経 費

5本 部又は支部から供与された交付金に係る収入 備 考

●

6そ の他 の収入(D～(2)の 計 陣レ

(1)10万 円未 満 の もの の計 タレ

(2)10万 円以 上 の も の の計 1 皿 翌年への繰越額(1一 套) H }1
1犀

ノ1メ

監1

ズ翻9
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(その3)

一一一一..一　......　

(3)機 関紙誌 の発行その他 の事業 に よる収入
一

事 業 の 種 類 金 額 備 考

・t'覧
P才 青
・ガ・艦 購 辮2

十偲 百万
:1干

オ朔o ク
:円

〃?

…

∀

荊 ・♪ブ クン〆/汐 ∠醐 ラβ 比
L, ` '

/、'

こ の 頁 の 小 計
/履ψ o ∠努o砂

{注 王)す べての事業叡入を記載 してください尊

(注2)潤 一の事業収入は一行に計上 してください.

(注3)政 治資金パーティーのうちで、1,000万 円以上のパーティーについて

.は(そ の10)に 詳細を再掲 してください。

(注4)含 計は最終頁に記載 してください.

(注5)政 治資金パーティーは備考欄 に開催 日、絹催場所を記載 してください.

合 計
ゴ

芹qo 〃 〃 て)
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(その6)

(6)そ の他 の収 入 ・

摘 要 金 額 備 考
1 十偲 百万 干 円

蓼

"

一

璽

こ の 頁 の 小 計 (注1)1件10万 円以上 の収入 は繕別 に寵載 し、10万 円未満の収

入 は一括 して 「1件10万 円未満 の もの」欄 に記 載 して く

だ さい。

(注2)「1件10万 円未満 のもの」 と 「合 計」 は最 終頁に記載 し

て くだ さい。

1件10万 円未満 の もの 》 ノ

合 計 タ
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(その7)
(1,2,3の いずれ かに○をつ けて くだ さい>

t
(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 L臥 脚 その他の団体!2政 治団体

寄附者の氏名(又 は名称) 金 額 年 月 瞬 佐 所(又 は所在地) 職業(又 は代表者の氏名) 備 考

遜 鰐液躍墾
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o 勤 クレ 麺 灘徽勲 ブ 躍 女纏
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こ の 頁 の 小 計 乏 沙 ク{ク o
{注1)同 一者からの年筒5万 円超(5万1円 玖上)の 寄附は綱別に紀載してください.

<油2>岡 一者から複数嗣寄附を受 けた場合は、寄附をした者(団 体等)ご とに 「名寄せ」して年月 日

瀬に記蔵 し、その者の最後に 「群」を入れてください,

(注3)「 その他の箒附」と「合計」の欄は、個人、法人その他の団体又は政治団体の寄附者の区分ごと

に、最終頁に記載して ください。

(注4)同 一本部 ・支部(選 管等へ届出たものに隈る)か らの寄附や交付金は、(そ の5)に 記 蔽し

てください。

そ の 他 の 寄 附

合 計 )砂 《ク クリ,
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(そ の14) 憤 鋸 醐 体・国会韻 関鰍 治団体刷1
(1,2,3の いずれか に○をつけて くだ さい)

!
(2)経 常経 費(人 件 費を除 く。)の 内訳 項 霞 別 区 分 1・光熱績(寡 踊 耗品費 ・3事 務蕨

支 出 の 囲 的 金 額 年 月 潤 支出を受けた者の氏名(又 は名称) 支出を受けた者の住所く又は所在地) 備考
十誰 百万 干 円 圭1城

1
1
[

ll

1

一一

{

1
l
E

1
旨

1
u
ミ

ミ

1

:

1
〔

上

1
こ の 頁 の 小 誹

(注の 資金管理 剴体は、5万 円以上の支出はすべて個別に記載 し、5万 溺未満の交出は1そ
の他の支出」に一括 して記載 してください.

(注2)鷹 会議員関係政治団体は、1万 円超{1万1円 以上)の 支出はすべて僧製に詑載 し、
1万 円以下の交幽は 「その他の支出」に一括 して寵載 してください。

(注3)「 その他の支撮」と「食訥 の欄は、右上の項 目別区分 ごとに、最後の頁に記載してくだ
さい。

そ の 他 の 支 出 9 クト9

合 計 タ

圏 圏

フ1≧搾



(そ のi5)

(3激 治活 蝋 の内訳 ↓(・-9の レ・ずれかに・をつけてくだ調 ↓(湘 ごとに灘 小分類して訓

ノ

」項目別

区分

1湘 締 動費 躍 挙関係費3・ 糠 紙誌の発篠 類 償 伝事類 端 灘 難 テイー

④ その他麟 凱 調鰍 鎚 静 交付釦 その他の経費 ※記入必須

項目別区分小纐 鯉 プ砺 麟

診域鋼誕
支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又 は名称) 支lj」を受けた者の住藤(又 は羨在地) 備考

礁
十蜷 由万

ノ♪
干凸

汐 4
三11

之沙
半成

)ク ク ノ 彫握 鑓 幽 獅 鋤3〆 '

`

1

旨

;

!

こ の 頁 の 小 計
/議 κ 晦竣3

(注1)5万 円以煮の支出はすべて個別に認載 し、5万 円未満の支出は
、 記載してください。
(注2)国 会議員関係政治団体は、1万 円超 くユ万 ユ鶏以上)の 支出はすべて個別に記載 し、

以下の支出はfそ の他の支出」に一括 して記載 してください。
(浅3)「 その他の支撮」と「合誰」の欄は、右上の項ヨ腿区分の(

載してください。
(浅4)費 目ごとに適宜、小分類 し、それぞれ別葉としてください。

iそ の他 の支 出」 に一播 して

そ の 他 の 支 出
::

::
■ ■

::

::
幽 幽

ユ万円

)の中の項 関ごとに、最後の頁に記

合 計
■ ■

〆屡8
■ ■

9zβ



『曹岨

・(そ の17)

1資 産 等 の総 括 表

資 産 等 の 状 況

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 圏 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 血

イ 建 物 口 ㎡

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 回

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 藍 [] 亘

預金(普 通預金及び 当座預金 を除 く。)又 は貯金(普 通貯オ
金 を除 く。)

[コ 虹
1

力 金 銭 信 託 [] 財

キ 有 価 証 券 [] 虹

ク 出 資 に よ る 権 利 目 畝

ケ 貸付 先 ご との残 高 が100万 円 を 超 え る貸 付 金 臼 癒

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 曜

サ 取得の価額 が100万 円を超 える施 設の利用に関す る権利 口 ゴ

シ 借 入 先 ご との残 高が100万 円 を 超 え る 借 入 金 目 虹

※有無 につ いて団 して くだ さい。 (注)有 に団の場 合は 「項 目別 区分」 ご と(そ のエ8)が 必要 です。
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.(そ0)20> 宣 折
.=同 書

添付書類(別 添 の とお り)

1領 収書等の写し

臼2監 査意晃書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

訂 3政 治資金監査報告書(翻 会議員関係政治隣体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違 ありません。

平成28年 ♂ 月 ブ秒 日

政 治団体 の名 称

会誹責任者の氏名

鞭 玄蛎 読曝 難 髪属
ラ

刃 蜘 一艮 (lllRI)

(↓代衰者については、解散する年の収支報告書にのみ籠載すること。)

代 表 者 の 氏 名 @

(注1)

(注2)

(注3)

会計責任"'の 氏名」欄は、記名 印又は署名 とし、署名は必ず会計責任者本人が自署 してください。
「代表者の氏名」欄は、解散する場合に、解散する年の最後の収支報告書にのみ記載 して ください。
鋼会議員関係政治嗣体は、室誓書(そ の20)に 記載 したB付 が政治資金監査報告書に記載された 日付 と同 日か後の日付になるよ う記載 してください。



政治資金監査報告書
平成28年5月30田

税理士による末松義規後援会

代表 八濁 繁男 殿

登録番号 第546号

研修修了年月 日 平成20年10月10目

1監 査 の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下r法 」

登録政治資金監査人 脇櫓

とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基づ

き、税理士による末松義規後援会 の平成27年1月1日 か ら平成27年12月31

日までの法第12条 第1項 に規 定す る報告書並びに当該報告書に係 る会計帳簿、明

細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書等及び振込明細書(以 下 「会

計帳簿等の関係書類」 とい う。)に ついて、支出に関す る政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところによ り政治資金適正

化委員会が定 める 敏 治資金監査に関する具体的 な指針」(以 下 「政治資金監査マ

ニ ュアル」 とい う。)に 基づき行 った。

(3)私 の責任 は、外部性 を有す る第三者 として、国会議員関係政治団体の会計責任者の

作成 した会計帳簿等の関孫書類について、政治資金監査マニュアル に基づ き政治資

金 監査を行った結果 を報告す ることにある。

(4)こ の政治資金監査 は、税理士による末松義規後援会 の主たる事務所 において行った。

2監 査 の結果

私 が実施 した政治資金監査の結果は、以下の とお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項 について、会計帳簿、明細書、領収

書等、領収書等 を徴 し難かった支出の明細書等及び振込明細書が保存 されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項について、会計帳簿には、当該国会

議員関係政治団体に係 るその年にお ける支出の状況が記載 され、かつ、当該国会議

員関係政治団体の会計責任者 が当該会計帳簿 を備 えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項にっいて、法第12条 第 工項 に規定

す る報告書は、会計帳簿、畷細書 、領収書等、領収書等 を徴 し難かった支出の明細

書等及び振込明細書に基づいて支出の状況 が表示 されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項 にっいて、領収書等 を徴 し難かった

支 出の明細:書等 は、会計帳簿 に基づいて記載 されていた。

3業 務制限

税理 士による末松義規後援会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定 に違反す

る事実はない。



また、税理ti)に よる宋松義規後援会 と政治資金監査の業務を補助 した使用人 その他の従

業者 との間において も、同様 である。

以 上

瀞懸


